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一I113-エ チオ ドール に よる リンパ管 内照射 療法 を試 み た1例 一

大薮大学医学部泌尿器科学教室(蕊 任:楠 隆光教授)

助 手 森 義 則

大学院学生 高 羽 津

     A CASE OF BILATERAL RETICULUM CELL SARCOMA 

                   OF THE TESTIS 

       TREATED BY INTRALYMPHATIC IRRADIATION WITH  I'"- 

           ETHIODOL AFTER BILATERAL ORCHIECTOMY 

                    Yoshinori  MORI and Minato TAKAHA 

            From the Department of Urology, Osaka University Medical School 

                         (Director  : Prof. Dr. T. Kusunoki) 

   A case of a 48-year-old man with painless bilateral testicular tumors was described. His-

tological examination revealed reticulum cell sarcoma. He was treated by bilateral high orchi-

ectomy followed by intralymphatic radioisotope therapy with  P31-Echiodol. During 3 months 

after irradiation therapy, no generalization of tumor was perceived.

緒 言

睾 虎 の 継 網 肉 腫 は,極 め て 稀 な 疾 患 で あ る

が,我 々 は 最 近細 網 肉 腫 に よ る両 側 性 睾 丸 腫 瘍

の1例 を経 験 した.そ して,こ れ に 対 して両 側

除 睾 術 後 に,Ii3i-Ethiodo1に よ る リンパ 管 内 照

射 療 法 を試 み た.こ こに,我 々 の経 験 を 述 べ て

み る.

症 例

患者:高 ○清○,48才 の男子.

初診=昭 和41年4月16田.

主訴;両 側陰嚢内容の無痛性腫脹.

寂族歴=特 言己事項 ウまな㌧、.

綴i往歴:蒋 誕事饗濾ない.睾 丸部tc特 に強い打撲を

うけた ことは ない,

現病歴:昭 稲透◎年1c月 中頃か ら,両 翻陰嚢肖容が無

痛性に腫火 して くるのに気付いていたが,放 置 してい

た.左 右 どち らが 先に腫大 しは じめたかほ,不 現であ

る.排 尿陣害はない.昭 和41年5月2日 に入院 した.

現症:体 格は中等度で,栄 養状態は良好である.譲

瞼結膜には貧血を認めない リソパ腺は,両 側鼠径部

に,栂 按頭 大に鍾大 した 夢ソバ腺を数鰯ふれ る.胸 部

に理学的異常所見を認めない.女 性乳房はない.腹 部

でほ,肝 臓,牌 臓お よび腎臓 ともに触知 しない.右 窪

丸は手拳大 で,そ の表面は平滑で,圧 痛な く,透 光性

の部分を認 める.左 睾丸は驚卵大で,表 面平滑 で圧痛

はない(第/図).左 右副睾丸はともに 触知上 でその

橡嫁不§§瞭 である.左 績索ほ正常 であ るが,右 精索は

小指 ぐらいの太 さであ る.前 立腺に異常所見を認めな

い.

検査成績:

姦圧:138-80mmHg.

血沈:1晦 間値3mmお よび2時 間値10mm・

血液像:赤 血球数467万,血 色素澱90%.白 血球数

は5,2◎◎で,そ の百分率は,好 中球71%,好 酸球 重%,

好塩基球1%,リ ンパ球18%,単 球9%で ある,

血液化学:BUNi8mg/dl,Na139mEq/1,K4.O

mEq/1,Ca9,8mg/dl,P4.1mg/d1,C198TnEq/1.

尿鋲見:黄 色透明,酸 性,蛋 白陰性で,沈 渣にほ異

常成分を認 めない
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第ユ図 外陰部所見

竃
第2図 リソパ管像:両 側鼠径部お よび後腹膜腔 リ

ンパ腺の腫大 がみ られ る.
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第3図 易1除睾丸の割面
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第4図 病理組織像(H-E染 色):腫 瘍細胞は円形

あるいは多角形で,細 胞質に乏しい.
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第5図 病理組織像(鍍 銀染色)
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第6図 シ ソチ グ ラム=

1.大 動 脈 周 囲 リソパ 腺,

2.腸 骨 動 脈 周 囲 リソパ 腺,

3,鼠 径 リンパ 腺



肝機能検査:正 常.

血液 ワッセルマソ反応:陰 性.

免疫学的妊娠反応=陰 性.
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内分泌学的検査=尿 中170HCS8.Omg/day,お よ

び尿中17KS7.2mg/day.

胸骨骨髄穿刺 像=正 常.

レ線学的所 見 ・

胸部 レ線像では,異 常陰影 は認め られない.腹 部お

よび骨盤部単純 レ線像では異常所見 は認め られない、

静注性腎孟 レ線像では,両 側 腎孟 の形態お よび機能は

ともに正常であ る,

リソパ管像(第2図)=両 側鼠径部 および 後腹膜腔

の リソパ腺 の腫大お よびその造影 剤の浸 出をともな う

像は,細 網 肉腫 を示唆 してい る.

手術:両 側聖丸腫瘍 の診断の もとに,昭 和41年5月

4日 に両側 高位 除睾術 を行な った.腫 瘍 と周囲組織 と

の間には異常 な癒着が なか ったので,翠 丸の別 除は容

易であ った.

易lj除標本=右 睾丸は重さ2559,大 きさ9×7×4.5cm

で,交 感性陰爽水瘤を ともない,そ の内容液は85cc

であった.左 畢丸は重さ1149,大 きさ8×5×3cmで

あった.割 面(第3図)は,両 側腫瘤 ともに,充 実性

で黄色を呈 し,正 常の聖丸組織 と思われ る部分はみ ら

れなかった.

組織学的所見=固 有の寒丸組織 はほとんどみ られな

い,大 小の血管,お よびわ ずかの精細管 とお もわれ る

構造以外は,ほ とん どすべ て腫瘍細胞か らなる腫瘍で

ある.こ の腫瘍細胞は円形あ るいは多角形 で,細 胞質

に乏 しい(第4図).互 に細胞突起 あるいは 細い線維

性間質でつなが ってい る部分 もあ る.異 型性はいち じ

るしいが,核 分裂像に乏 しい.ま た,鍍 銀染色(第5

図)で の好銀線維 の走行か らも,組 織学 的診断は,悪

性 リソパ腫 の うちの細網肉腫であ ることが判 明した.

術後経過:術 後経過は順調であ って,創 部は一次的

に治癒 した.6月8日 細網 肉腫に対 して113i-Ethiodo1

10mc(10cc)に よる リソパ管内照射 療法 を施行 した.

6月10日,6月15日 お よび6月21日 の3回Scintil-

lationScanningを 行 ない,1131-Ethiodo1が リンパ腺

に と りこまれ ていることを確認 した.第1回 のシソチ

グラム(第6図)で は,大 動脈周囲,腸 骨動脈 周囲お

よび鼠径部の リソパ腺が描 出され てい る.ま た,血 中

(第7図)お よび尿中(第8図)の1131測 定を行ない,

リンパ腺に と りこまれた以外のIISI量 を知 り得た.

術後の白血球数変動(第9図)お よび リンパ球数変

動(第10図)を みた.白 血球数 は漸次減少の傾 向をた

ど り,1週 間 目には最低値を示 したが・それ以後回復
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の傾 向がみ られ る.リ ソパ球数は照射後漸次減少 し6

週間後には元の数まで もどってい る.

患者は除睾術後52日 で略治退院 した.退 院後 も経過

観察 を続けてい るが,全 身状態 もよ く,退 院後約3カ

月を経過す るも明 らかな細網 肉腫の再発 を思わせ る所

見は認め られない.

1ゐ 彌

!0

5

0

Serum1'SLLeveL

加以勿

L5

LO

e.5

0

11A/21〃3協 〆4い/(fays

第7図 血 中1131量 の経 過
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第1表995例 の睾 丸 腫 瘍 の 分類

(C。iiinsandPugh,ヱ964)

腫 瘍 の 種 類
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第10図113i-Ethiodol照 射 後 の リ ソ パ 球 数 変 動

考 按

漉 例 数

精 上 皮 腫

奇 形 腫

混 合 腫 瘍

悪 性 リンパ腫

鶴 質 纏 麹 踵
セル トリ細胞腫

睾 九 芽 繕 胞種

そ の 他

転 移 性 腫 瘍

診断不明の腫蕩

400(40%)

322(33%)

136(14%)

66(6%)

三4

6

8

8

6
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1.蕎 綴 性 峯 丸 腫 瘍 の 頻 度

両 側 性 峯 丸 腫 瘍 は きわ め て 稀 な 疾 患 で あ っ

て,1964年 のCollinsandPughの 統 計 に よ る

と,彼 らの集 め た995例 の峯 丸 腫 瘍 の うち で両

側性 睾 丸 腫瘍 は25例(2.5%)に す ぎな い,こ れ

ら25例 の両 側 性 睾 丸腫 瘍 の うち13例,す な わ ち

半 数 以 上 は悪 性 リソパ腫 で あ る.

2,睾 丸 に お け る悪 性 リソパ腫

悪 性 ジソパ 腫 は,全 身 の リソバ 系 組 織 を 系 統

的 に おか す 疾 患 で あ り,進 行 性1こ増 殖 してゆ

き,つ い に 死 の転 帰 を と為.そ して,Willis

(1948)の 分 類 に よ る と,次 の ご と くで あ る.

D炉 胞 性 リソ バ 肉腫(FollicularIympho・

ma),

2)リ ソバ 肉腫(Lymphosarc◎ma),

3)ホ ヂ キ ソ氏 病(HodgkiR'sdisease),

4)細 網 肉腫(Reticulumcellsarcoma),

一 毅 に
,肇 丸 紅悪 性 夢ンパ腫 が 発 生 す る こ と

は 稀 な もの で あ り,1877年 のMalassezの 報 告

が 第1例 で あ る と され てい る.そ れ 以後 の 欧 米

の報 告 例 も わ ず か で あ り,CollinsandPugh

(1964)の9%例 の 睾 丸 腫瘍 の うち で 悪性ljソ バ

腫 は わ ず か に63例 で あ る(第1表).Gowingは

これ ら63例 に つ い て詳 し くし らべ て い るが,年

令 は60～80才 に最 も多 く,他 の睾 丸 腫 瘍 に比 し

て高 令者 に多 い傾 向 が み られ る.ま た,両 側 性

に な る こ とが多 く,外 傷 や停 留 睾 丸 とは あ ま り

因果 麗係 は な い との べ てViる 。 この63例 の うち

で,4年 以 上 の生 存 を記 録 した も のは3例 にす

ぎず,そ の 予 後 は きわ め て不 良 で あ る.さ ら

に,63例 中血 液 像 に変 化 を み た もの は1例 のみ

で あ っ て,術 前 に血 液 学 的所 見 よ り悪 性 リソ パ

腫 に よ る塵 丸 腫瘍 で あ る と診 断 す る こ とは困 難

で あ る.さ らに,本 症 が 睾 丸 に 漂 発 性 の もの か

あ るい は 続 発 性 の もの か を 決 定 す る こ とは,臨

床 的 に は む つ か し く,我 々 の癖 例 に っ い て も,

この 点 は 不 明 と言 わ ざ るを 得 な い.

3.睾 丸 細 網 肉腫 の報 告 例

肇 丸 纏 網 肉腫 の 報 告 例 は 比 較 的 に 少 な い.

Coheneta1.(1955)は 過 去10年 間 に 集 め 得 た

2,860例 の睾 丸 腫 瘍 の うち で,6例(O.2%)の

みが 細 網 肉腫 で あ っ て,そ れ に4例 の 自験 例 を

遽 加 報 告 して い る.Melicow(1§55)は,過 去

25年 間 に経 験 した睾 丸 腫瘍118例 の うち 細 網 肉

腫 は,わ ず か に4例(3.5%)で あ っ た と 報 告

して い る.そ の他Na1正eandGray(1959)の

2鰯,Wojewski(1963)の3綴 等 の 報 告 が あ

る.

本 邦 に おい て も本 疾 患 は 非 常 に稀 で,1944年

に二 神 が そ の第1例 を報 告 して以 来,都 香 お よ

び原$(1§ §2),静 藤 お よび 大 黒(1954),林 お

よ び 島崎(1957),百 瀬 お よび 岡 本(1958),伊

崎 等(1961),大 野 等(1962),桜 根 お よび 三 軒

(1962),田 村 等(1965),笹 野 等(1965),加 藤

等(1965),陳 等(1966)の12例 が 数 え られ る

に す ぎ ず,我 々の 症 例 は 本 邦 に おけ る第13例 目

に糧 当 す る(第2表).
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第2表 本邦における睾丸細網肉腫の報告例
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No。

1

2

3

喚

5

6

7

8

9

10

11

12

13

報 告 者

二神

都香 ・原 田

伊藤 ・大黒

林 一島崎

百瀬 ・岡本

伊崎等

大野等

桜根 ・三軒

田村等

笹野等

加藤等

陳 等

森 高羽

年代

1944

1952

1954

1957

1958

1961

1962

1962

1965

1965

1965

1966

1966

年令

67

56

(不明)

39

70

48

59

60

69

54

59

30

48

部 位

左,つ づ いて右

右,つ づ いて左

(不明)

右

左,っ つ いて右

左

右,つ づ いて左

左

左

右

右,つ づいて左

右

両側

4.治 療

睾 丸 細 網 肉腫 の治 療 と し ては,高 位 除 睾 術 を

行 な っ て後,レ ソ トゲ ソ深 部 照 射,Co60照 射 あ

るい は抗 腫 瘍 剤 に よ る化 学 療 法 等 が 試 み られ て

い るが,一 時 的 な軽 快 が み られ て も結 局 は全 身

に細 網 肉腫 が ひ ろが っ て,死 に 至 る こ とが多

い.我 々 は 本 症 例 に 対 してIi3i-Ethiodo1に ょ

る リソ パ管 内 照 射 療 法 を試 み た.

Ii3i-Ethiodolに よ る リソパ 管 内照 射 に つ い て

は,1963年Seitzmaneta1.が は じめ て報 告 し

てい る.P31は 主 に β 線 を 放 出 し,そ の組 織

透過 力 が約2mmに す ぎな い た め に,リ ンパ 腺

に と りこ まれ た と きに は,リ ンパ 腺 お よび そ こ

に あ る腫 瘍 細 胞 の み を 破壊 して,影 響 は リソ パ

腺 外 の重 要 な臓 器 に お よば ない 利 点 が あ る.彼

らは,WalterReed陸 軍 病 院 で,1人 の陰 茎 癌

患者 お よび14人 の睾 丸 腫 瘍 患 者 に本 法 を施 行 し

て,組 織 学 的 に リソパ 腺 内 に 限 られ た放 射 線 の

効 果 を認 め て い る.

リン パ管 内照 射 に は1131の ほ かlcAuigs(Jan-

tet,1962),P32(Burger,1964),Ygo(Arie1,

1963)等 の放 射 性 同位 元 素 が 用 い られ て い る.

Burgereta1.(1964)はP32一 燐 酸 ク ロー ムを

犬 に使 っ た結 果 を 報 告 して い るが,5mcを 与

えた と きの リンパ 腺 に照 射 され た 全 量 を 計 算 す

る と,50万radsと い う お ど ろ くべ き量 で あ り,

これ は 外 部 か らの照 射 で 与 え よ う とす る と耐 え

られ な い 量 で あ るが,リ ソパ 管 内 照 射 で与 え た

犬 に は 何 らの全 身 的 影 響 が み られ な か っ た と述

べ て い る.ま た彼 らは実 験 に使 っ た犬 で 胸管 ド

レナ ー ジ を行 な い,胸 管 液 のP32を 測定 して,

注 入 量 のわ ず かO.2%の み を検 出 して い る.す

なわ ち,注 入 され たP32は 非常 に よ く リンパ 腺

に と り こ まれ た とい う こ とを 示 して い る.

1131は β 線 のほ か に γ 線 を も 放 出 す る.γ

線 の 透過 力 は 著 し く 大 で あ るの で,体 外 よ り

Scintillationscanningを 行 な う こ とが で きる.

我 々 は本 症 例 に対 して3回 のScintillationscan-

ningを 行 な い,リ ンパ腺 に1131-Ethiodo1の 取

り こ まれ て い る こ とを 確 認 した.ま た,尿 中

1131量 を み る と,第1日 目に す でに18%,第2

日 目に5%のP31が 尿 中 に で て し まっ て い る.

Seitzmaneta1,(1964)の 結 果 で は,尿 中 に第

1日 目に0.8%,第2日 目に1.2%,第5日 目に

2.4%で,そ の後 は 次 第 に 減 少 して い る.こ の

両 者 を 比較 す る と,我 々 の場 合 に は リソ パ腺 に

取 り こ まれ な か っ た1エ31-Ethiodo1の 量 が か な

り多 か っ た とい う こ とに な る.照 射 後 の 白血 球

数 に一 時 的 な 減少 が み られ るが,こ れ も全 身循

i環中 に あ ふ れ で た1131の 影 響 と思 わ れ る.Sei-

tzmaneta1.は,人 間 に は9～12ccの1131-Eth-

iodo1が 適 当 な量 で あ る と述 べ て い るが,我 々

は本 症 例 に対 して10ccを 使 用 して 多 す ぎ る と

い う結果 を 得 た.日 本 人 と欧 米 人 の体 格 の相 違

とい う こ と も考 え られ,日 本 人 に対 す る適 当 量

に つ い て は,今 後 さ らに 検 討 を 要 す る と思 わ れ

る.ま た,リ ソパ 球 数 につ い て み る と,照 射 後

リンパ球 数 は 漸 次 減 少 し て ゆ ぎ,53日 目に は 元

の 数 まで も どっ て い る.Tilaketa1.(1966)

の 犬 を 用 い た 実 験 に よ る と,リ ソ パ球 数 は照 射

後2～4週 に わ た っ て減 少 して ゆ くが,6週 後

に は 元 の数 ま で 回復 した と言 っ て い る.彼 ら

は,放 射 性 同 位 元 素 の リソ パ管 内照 射 は,腫 瘍

の治 療 の ほか に,リ ソ パ球 減 少 とい う面 か ら同

種 臓 器 移 植 に も応 用 で き るの で は な い か と述 べ

て い る.

本 症 例 に 対 す る1131-Ethiodo1リ ソ パ 管 内 照

射 の治 療 効 果 に つ い て は,術 後 経過 が 短 い た め

に まだ は っ き り した こ とを 言 え る段 階 では ない

が,照 射 効 率 とい う点 か ら考 えて み て,今 後 さ
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らに試みるに価する有意義な治療法であると考

えられる.

結 語

1)48才 の男子にみられた両側性睾丸細網肉

腫の1例 を報告した.本 症例では,リ ンパ管造

影で鼠部径および後腹膜腔のリソパ腺に転移が

み とめ られた.両 側高位除睾術 を行なった 後

に,1131-Ethiodo1に ょるリンパ管内照射を行な

った.術 後わずかに3ヵ 月の経過ではあるが,

再発は認め られない

2)両 側性睾丸腫瘍の頻度,睾 丸腫瘍におけ

る細網肉腫の頻度および本症の治療法につき考

按 した.

(恩師楠教授 の御校閲を感謝します.な お,本 稿 の

要 旨は昭和41年7月23日 京都市 で行なわれた第38回 日

本泌尿器科学会関西地方会の席上で発表 した.)
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